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ば、都市住民の一人あたり可処分所得は 1978年の 343 元から 1999 年には 5,854元となり、
さらに 2014 年には 29,381 元と 1978 年比で 85 倍にまで増加した。農村住民に関しても同
様の傾向があり、一人当たり収入は 1978年の 133 元から 1999 年には 2,210 元、2014 年に






また、1995 年 5 月 1 日から中国国務院によって勤務時間の短縮と土日を休日化する「双
13 
休日」1政策が实施され、1999 年 からは旧暦の正月や「メーデー」（5 月 1 日）、「国慶節」















                            
1 1994年以前、中国には週に 6日間、1日 8時間で勤務する体制を取っていた。1994年 3月 1
日から隔週に土曜日連続で休暇し、いわゆる「1+2休暇制度」が实施された。 
2 2008年にメーデー（5月 1日）の 7日間の連休が取り消しされ、ほかに清明節（新暦 4月 4





































その結果、農村を訪れた観光者数は 2014 年に 12 億人に達し、国内観光者数の約三分の
一を占めるほどになった。中国全土では 200 万軒の農家楽（農家が村で経営する民宿また




































                            












































































































































表 1－1 農村観光に関する概念 
概念 分類基準 類語 
農村観光 観光地域の特徴 都市観光 





エコ・ツーリズム 観光の環境影響  






























































































                            



































表 1－2 都市観光と農村観光の特徴 





オープンスペース 狭い 広い 
インフラ 整備 未整備 
土地利用 農地と林地が尐ない 農地と林地が多い 







住民数 10,000 人以上 10,000 人以下 
人口密度 高い 低い 
居住地 大規模 小規模 
居住と勤務先の距離 遠い 短い 
訪問者 多い 尐ない 





活動 审内 审外 
企業活動 国内、国際 地元 
観光への関与 フルタイム パートタイム 
季節の影響 弱い 強い 
観光産業と他産業の関係 独立 依存 
ホスト―ゲスト関係 アノニマス パーソナル 
マネジメント プロフェッショナル アマチュア 
雰囲気 国際的 ローカル 
発展 速い 遅い 
アピール ジェネラル スペシャリスト 

















































































先行研究に言及されているルーラリティの考察内容をこの 3 つの側面から整理すると、表 1




表 1－3 先行研究におけるルーラリティの考察側面と本研究の関係 
既存研究 生産空間 生活空間 社会関係 
Lane（1994） 土地利用 居住地 社会構成 
Halfacree（1995） 生態基盤、経済基盤 ― 社会基盤 
李（2005） 土地利用 集落空間 生活方式 
山田（2008） 農地、農村景観 農家、農村景観 ― 
尤ほか（2012） 田園景観 集落建築 生活方式 
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図 1－4 本研究の枠組み 
 
本研究を進めるため、前衛村の農村観光に関する現地調査を、2014年 3月と 2015 年 3～
4月に 2回に渡って实施した。 




















崇明区は元々中国最大の都市上海市に属する県であったが、2016 年 7月 22日に中国国務
院の許可によって、区に行政区画が変わった（撤県設区）。長江河口に位置する崇明島9を中
心に、長興島と横沙島などの島部により構成される。崇明島の面積は約 1,225 ㎢であり、
東西約 80km、单北約 15km の、中国で 3 番目に大きい島である（台湾を含む場合）。また、
世界一大きい沖積島でもあり、長江の門戸、東海瀛洲とも称される。島の東に東シナ海、
单と西、北には長江に囲まれる。島は全体的に平らで、山も丘もなく、島域の約 90％が標





海市中心部から 100km 離れ、上海の中心市区を囲む外環高速から約 70kmの距離に、崇明区
役所からは北東へ 23 ㎞の距離に立地する（図 1-5）。村域の大部分の標高が 4.0〜4.3ｍで




に「国家級生態村」、2009 年に AAA 級観光スポット、2010年に AAAA級観光スポットに認定
された。現在、前衛村の全 250世帯の中、117 世帯が民宿農家楽を経営しており、ベッド数

















































































































































































































表 2－2 前衛村における土地利用の変化（1980-2015年） （面積：ha） 
 
1990年 1998年 2003年 2010年 2015年 
耕地 96.2 83.7 70.9 66.3 97.3 
 
観光利用 0.0 6.8 6.8 13.5 13.5 
林地 40.1 43.8 45.5 45.0 45.0 
 
観光利用 0.0 0.0 0.0 10.8 10.8 
養殖・飼育場 36.1 38.4 38.4 33.2 1.2 
 
観光利用 0.0 3.2 3.2 0.0 0.0 
水域 3.8 6.9 6.9 8.9 8.9 
観光施設用地 0.0 0.9 15.5 24.3 20.5 
公共用地 2.1 4.6 1.1 0.5 0.5 
工業用地 1.7 1.7 1.7 1.7 1.0 
宅地 16.8 16.8 16.8 16.8 16.8 
その他 0.0 0.0 0.0 0.1 5.6 
合 計 196.8 196.8 196.8 196.8 196.8 








と認識されていた。そのような土地の需要に応じて、上海市は 1958 年から 1984 年にかけ

















年に 2,000 ㎡の敷地を利用して歯磨き粉製造工場を開設し、1986 年には上海市の歯磨き粉

















このように、前衛村において 1990 年の土地利用は耕地が 96.2ha（構成比：48.9％）、林
地が 40.1ha（同：20.4%）、養殖・飼育場が 36.1ha（同：18.3%）、住宅地が 16.8 ha（同：
8.5％）、水域が 3.8ha（同：1.9%）、公共用地が 2.1ha（同：1.1%）、工業用地が 1.7ha（同：
0.8％）の構成となる（図 2－1）。観光施設用地と土地の観光利用はみられない。農林漁業















の使用量が 0.9 斤13となり、1959 年には 35.4 斤、1960 年以降は化学肥料使用量が急増し、
1969 年に 190.6 斤、1970 年には 239.1 斤まで増加した。1970 年代以降、化学肥料の過剰使 
                            
13 斤は中国の重量卖位で、1斤は 500gである。 
46 
 
図 2－1 前衛村の土地利用（1990年） 
（2014 年 3月と 2015 年 3～4月の現地調査により作成） 
 






















































こうした村内の整備を通じて 1998 年の土地利用は耕地が 83.7ha（構成比：42.6％）へと
減尐した。林地が 43.8ha（同：22.3%）とやや増加した。水域が 6.9ha（同：3.5%）、公共















図 2－2 前衛村の土地利用（1998年） 








































































このように 2003 年に前衛村の耕地が 70.9ha（構成比：36.0％）へ、公共用地が 1.1ha（同：
0.6％）へと大幅に減尐した。林地は 45.5ha（同：23.1%）とやや増加し、観光施設用地は






















は 2004 年の当時中国最高指導者である胡錦濤氏の視察であり、この視察は中央政府によっ 
                            
17 千畝は抽象的に広いという意味であり、計測面積は約 162畝（10.8ha）である。 
53 
 
図 2－3 前衛村の土地利用（2003年） 














オブジェ）の芸術家である F 氏は 400 点の作品をこの博物館に寄贈している。結果、博物
館は現在、前衛村の重要な観光施設となっている。2009 年に上海市政府は博物館の１つの
部屋を利用し、共産党教育の基地である「上海市雷鋒19記念館」（2013 年修繕）を開館した。 























































図 2－4 前衛村の土地利用（2010年） 













































図 2－5 前衛村の土地利用（2015年） 






図 2－6 前衛村における土地利用構成とその変化 
（2014 年 3月と 2015 年 3月の現地調査により作成） 
60 
1991 年から 1998 年にかけて、観光利用への変化が 10.9ha でみられる。これは土地利用
の変化総面積の 48.4%も占めており、最も顕著な変化である。観光利用の用地の内訳は、耕





























































写真 2－1 前衛村におけるアブラナの栽培 






2007 年には、上海からの投資者 G 氏によって上海珊蔕農産品専業合作社が設置されブド
ウ栽培を主とする農園が開設された。設置当初の面積は 3.3ha であったが、ここで栽培さ
れたブドウが 2013 年に上海市農産品安全中心に無公害農産品21と評価され、2014 年には栽
培面積が 12ha まで拡大した。 



















写真 2－2 前衛村におけるイチゴ栽培温室 




















写真 2－3 前衛村のラベンダー栽培 








































表 2－3 前衛村生産空間における宿泊・飲食施設の概況 
名称 開業年 経営者 様式 客室数 経営内容 
龍裔酒店 I○1  2003 外来者 現代 100 宿泊、飲食、カラオケ、会議 
玉壺氷 2003 村○2  現代 150 宿泊 
濱海漁家○3  2004 外来者 伝統 10棟 宿泊、飲食 
徽州之家 2005 外来者 伝統 不明 宿泊 
香林麗舎 2005 外来者 現代 23 宿泊、飲食 
古瀛飯荘○4  2003 村 伝統 ― 飲食、カラオケ 
龍裔酒店 II 2008 外来者 伝統 150 宿泊、飲食、カラオケ、会議 
善養苑 2009 外来者 現代 50 宿泊、飲食 
紅高粱 2009 村民共同 現代 27 宿泊、飲食、お土産 
瀛鼎農荘 2010 外来者 現代 15棟 宿泊、飲食、会議 
注：○1 元村委員会の建物である。 ○2 2012年に経営困難のため、龍裔酒店に転売された。 
○3 2011年に倒産した。○4 飲食が主であり、同時に 400人が飲食できるキャパシティを有する。 
 
 
写真 2－4 古瀛飯荘   










写真 2－5 瀛鼎農荘 












































写真 2－6 祟明島開拓期の民居「環洞舎」 
（2015 年 3月 筆者撮影） 
 
 
写真 2－7 伝統的な生産設備「水車」の観光体験 














写真 2－8 宋・元代の祟明島の製塩作業の展示 




























































写真 2－10 娯楽施設ゴーカート 
（2015 年 3月 筆者撮影） 
 
 
写真 2－11 珪化木博物館 


































図 2－7 前衛村における観光対象の設立概況 





































































産されたブドウは販売価格が 1キロ 56元（約 950円）で、市販の通常のブドウより 6倍以
上高額であった。2015 年 3 月に現地調査する時、観光イチゴ園に生産されたイチゴは 1 キ





























































































前衛村では、1999 年 5 月から観光発展の展開期に拡大してきた宿泊の需要を満すため、
農家楽が発展し始めた。当時 12 軒28から始まった農家楽が、2015 年には 117 軒まで増加し
た。以下では、まず前衛村における農家楽経営の全体像を分析することで、その特徴を把
握する。 





















人も増え、結果として当年、村は入場料だけで 3 万元の収入を獲得し、農家楽経営を始め 
                            









佳佳 4 16 有 幹部 
悠然 3 9 有 幹部  
庭鶴 4 15 有 幹部 
小平 5 8 有 幹部 
瀛春 3 15 有 共産党員 
紅房子 4 15 有 幹部 
伽妮 5 14 有 自営業 
甜甜 5 11 無 共産党員 
金平 5 17 有 不明 
帝樂 4 6 有 共産党員 
樹青 4 8 有 村民 





次に 2004 年から 2010 年までの前衛村の農村観光発展の拡大期では、生態農業と農家楽






上海―祟明長江大橋（一部トンネル）が 2009年 10月 31日に完成すると、上海市から崇明
区へのアクセシビリティが大きく改善され、前衛村農村観光の発展における重要な契機と
なった。2004 年に 11軒、2005 年に 18軒の農家楽が新規に開業した（図 3－1）。 
86 
 
 図 3－1 前衛村における農家楽経営軒数の推移 
（前衛村の統計資料と 2014年 3月、2015 年 3月の現地調査により作成） 
 
前衛村に訪れた観光者が急増した結果、2009 年には農家楽が 16 軒増えた。また 2010 年
に上海で開催された万博では、前衛村の農家楽が上海市の特色ある民間ホテルであると評
価され、2010 年には 22 軒増加し、総数は 112軒に達した。 
最後に 2011年から前衛村の農村観光発展が停滞期に入り、崇明区全体の観光者に占める


































写真 3－1 前衛村の入口 
（2014 年 3月 筆者撮影） 
 
そして 1999年の経営状況により、農家楽の高収益が認識され、農家楽が初期経営住宅を











1999 年に開業    2000～03年開業    2004～10年開業   2011年以後開業 
   宿泊だけ提供             飲食と宿泊も提供 
 
図 3－2 前衛村における農家楽の開業年と分布 
（2014 年 3月、2015年 3月の現地調査により作成） 
89 
えば、以下の聞き取り調査から分かるように、書記 X 宅の单に隣接しているのは彼の義妹
の M 氏であり、巷の北に位置するのは村設置当初一緒に村の管理職を担当した S氏である。
















































2014 年 3 月と 2015 年 3～4月計 2 回の現地調査からは、前衛村にある 177 軒の農家のう











図 3－3 前衛村における農家楽の規模別軒数（2015年） 











































も経営できるため、村民の U ターンが尐ない。農家楽経営の農家には 6 軒だけ U ターン者
がいる。他に村の管理層に 2人の Uターン者がいる。 


















都市部で働く場合が多く、常住人口の 66％が 50－60代（図 3－4）である。 
 
 










































村には 1999年に約 3万人の観光者が訪れ、観光者増加率は 2009 年に 57.8%、2010 年には
















































































図 3－6 1980年代の住宅「独埭頭」の間取り 
（2014 年 3月の現地調査により作成） 
 
 
写真 3－2 1990年代建築の住宅 
（2014 年 3月 筆者撮影） 
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図 3－7 前衛村における家屋の階数別軒数（2015年） 




































写真 3－3 2000年代以降建築の住宅 































図 3－8a 改造前の間取りの一例 










図 3－8b 改造後の間取りの一例 







































                            





写真 3－4 農家楽のフロント 
















写真 3－5 農家楽の客室 
（2015 年 3月 筆者撮影） 
 
 
写真 3－6 農家楽のトイレ兼浴室 




















写真 3－7 農家楽のキッチン洗い場とガスコロン 






 写真 3－8 農家楽のキッチンのかまど 











































































































写真 3－9 現代的な農家楽の看板 
（2015 年 3月 筆者撮影） 
 
 
写真 3－10 観光化以前の道路の景観 


















この 2 枚の写真（写真 3-10、11）は同じ道路で、前衛村と隣の村の堺から双方に撮った
ものである。写真 3－9は隣の村の道路景観で、前衛村に観光化以前の景観と同じものであ














写真 3－11 現在の道路景観 
（2015 年 3月 筆者撮影） 
 
 
写真 3－12 前衛村の路標 

























































































































































め立て地という地理的条件から土壌が务悪であり、1970 年代には年間 1 人当たりの平均収
121 
































図 4－1 前衛村における村民の勤務状況構成（2015年） 
（2015年 3月の現地調査により） 
 
































表 4－1 前衛村における農家の農家楽経営類型と収入状況（2015年） 
類型 収入状況 戸数 割合（％） 
A 家族全員農家楽経営 
A1 農家楽経営 27 17 
A2 農家楽経営 ＜ 補償金 8 5 
B 農家楽専業経営者いる 
B1 農家楽経営 ＞ その他 12 8 
B2 農家楽経営 ＜ その他 18 11 
C 農家楽専業経営者いない 
C1 農家楽経営 ＞ その他 7 5 
C2 農家楽経営 ＜ その他 30 19 
D 農家楽経営しない 
D1 村内勤務 13 8 
D2 村外勤務  15 10 
D3 年金・補償金 27 17 






















最後の D 型は農家楽を経営していない農家のグループである。この中で最も多いのは D3
型であり、全員が 60歳以上の高齢者である。仕事には従事しておらず、年金と補助金だけ
で暮らしている。ただし出稼ぎによる村外勤務の給料が主となる D2型や、村内勤務の給料

































                            




















































































































































会だった時期は、農事期に合わせて 5～6 月と 9～10 月が非常に忙しい作業期間であった。
このような、村民の生活が農事期に影響されている点に伝統的なルーラリティの特徴があ
る。 





























































男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 
農家楽専業  1 4 7 7 11 13 17 22 30 2 2 116 
管理層者 
サービスセンター 
1  2 5 1 1 2 6 1    19 
清掃員      1 2 6     9 
観光スポット    1 2 5 9 18 2 1   38 
フリーター     2  5 2 5 2 1 1 18 
その他   1  2 1 6 4 2 1   17 
合計 1 1 7 13 14 19 37 53 32 34 3 3 217 
（2015 年 3月の現地調査により） 
 
○1 農家楽専業者：前衛村における農家楽専業者は 116 人である。60 代の従事者が 52 人









○2 村の管理層・サービスセンター従業員：この類型の村民は 19 人で、50 代の女性が 6
人と全体の約 1/3 を占めているが、20・30 代の村民も 8 人となっており全体の 4 割強を占
める。この階層に所属している者は、普段「朝八晩五」で生活している。村民委員会また
は観光サービスセーターで朝 8時から夕方 17時まで事務処理の仕事し、昼食休憩は 12～13
時の 1 時間で、生活リズムは比較的に安定している。 
○3 清掃員：主に 50代の女性が担当している。担当者は朝 6時から仕事を始め、担当区域











































































































1970 年代、当時 20代の X氏は 73名の農民を率いて干潟を埋め立て、前衛村を開村した。
その際、悪条件の中で奮闘する姿やその精神が村民に評価され、開村後には支部書記に当





















して、建設には通常 1 年間掛かる建物も、X 書記が村民を率いて連日残業し、3
か月で完成させた。投資者は X書記の仕事に対する意気込みに感動し、投資を決








































2011 年に X書記が病気を事由に辞任すると、2012 年に N氏が村長34に当選した。N氏はま
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